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展覧会

購演会

関西学院の所蔵するキリスト教絵画を公開する

Art of the Bible展を開催

日本の画家による

キリスト教を主題とした絵画展

2011年春には、関西学院が所蔵する美術品

のなかからキリスト教に関する絵闘を特集し

た iAr1: of the Bible 一視る塑:f~}の物諮ー」展を

開催します。キリスト教主義教育を根幹とす

る本学にとって、とてもふさわしい展覧会で

す。

*学が所放するキリスト教を主題にした絵画

は、日本人がキリスト教を、臼らのものとし

て受容し、 表現していることがよくあらわれ

ている作品がそろっています。

やI'fiに育ち生活する，*，で自然にキリスト教

とふれあうようになった小磯良平、いち早く

日本人らしさをもって信仰を表現した田中忠

雄、平[1紙に型染版画という日本の民芸的手法

によりイエスを表現した渡辺禎雄、人|尚の存

在 ・宗教のなl床を11日い続けた'I!日居玲、型干rrの
"1:1 の人物を I~I 分自身にJI.!，j らし合わせ、人II\'Jの

弱さを表現しつづけている施|江仮。 1#，( 1 )誌

の作品の椛成や筆のタッチに、岡家自身の心

や型書の中の人物の感情があふれ出ています。

これらの絵画は、 "1二l学部、高等ms、大学の
梢内に'，tt~ 1I寺展示されているものもありますが、

なかには会議室に掛けられていて普段、目に

することができない作品も含まれています。

衝撃的な鴨居玲の

〈切り裂かれた教会〉

今回出品1される'I!El居玲の〈切り裂かれた教

会〉は、 2007" I~に本学に寄贈され、高等部に

保管されていますが、これまでほとんど紹介

されることがなかった作l砧で、す。 '1時府玲が最

初にキリスト教に山会ったのは、 1940年、|刻

同学院中学部に入学した 12T誌のH守でした。そ

の後、渡欧するなかで、キリスト教は作家活

動に大きな影響を与えるようになります。 'I!!}

l討は摘んに教会シリーズをfdlきました。その

一作が 〈切り裂かれた教会〉です。 'I!IJ府が自

らナイフで切り裂いたカンパスを自の前にす

ると、自分の存在への問いかけ、そして紳へ

の問いかけが生々しいl叫びとして聞こえてき

ます。 11j1j作活動に妥協を許さない画家のきび

しい態度に大きな術般を受けます。

安井賞受賞画家の

堀江優氏から寄贈を受ける

今回の展覧会の企画段階から注目していた

岡家がいます。和1
'
戸に生まれ育ち、小学校の

教niliを勤めながら、聖書に題材を求めた絵画

を制作してきた明江俊氏です。

坊!江氏が蛸く 盟~f!fのなかの人物たちは、独

特にデフォルメされながら、人間の内而をさ

らけwします。水彩絵の具とは思えないよう
な重厚なマティエール!必と独自の回j止しによっ

て力強いメッセージを放つ堀江氏の作品は、

1979年に安井口を受賞'しました。安チ1:1':tは、

洋画家 ・安;1-1:曾太郎 (1888-1955)の間業を

顕彰するとともに、新人の登泡門として多く

の似秀な洋画家を前山してきました。坊!江氏

は受賞'後、ますます充実した制作所属bを行う

ようになります。

展覧会の企同i段階では、本学に明江氏の作

品は所蔵されていませんでしたが、本!殴のア

ドバイザーである高等部の東浦哲也教諭のご

努力により、明江氏の作品，'，2点が谷川され、

本股に出品できるようになりました。 1975年

のイ十，lii~1 くあの方は、ここにおられない。〉と

1976年のくお前は、や1
'
の子、メシアなのか。〉

です。

この 2)誌の寄J1\~を受けただけで、も感謝すべき

ですが、この3)-J7日にご本人からご述絡を

いただき、「車I[作が仕上がったので、 |刻学に寄

贈したい」とのFI'Iし出がありました。図録が

すでに制作中でしたので、新作〈ペテロのVlfE

反を予告する〉は特別1:1:¥，日として、阪覧会に

!民示させていただくことになりました。

!惑i~N" し上げる次第です。

(即物館|井i設準備室長 M上繁樹)



展覧会報告

2010.10.5 (火)惨 12.18(土)
10:00 -16:30 (日晦祝日休館)
※但し 10.10(日)，10.11 (月・祝)，11.3 (水・祝)
は開館しました。
関西学院大学西宮上ケ原キャンパス
時計台2階展示室
入場者数 1718人
記念講演会参加者 105人

関西学院所蔵の絵画 体}の画家)lliをはじめ、メンバーの松谷武判が まで多岐にわたる作品を作り続ける加l尾貞治な

ど個性滋れる作家迷の作品からは各々の方-法で

受け継いだ背JJj(の新事1
'
が渉み:+1し、観覧者の方々

にも倒l好奇下いただきました。

学院に縁の画家 ノ4リ館学で修行した版画工房"アトリエ 17"の

吉原治良の作品を展示 作品を展示しました。

tW物館1m設準備室で、は関西学院所般の絵画股

をシ リーズで企図しました。 |刻凶学院には中学 吉原治良が語った言葉

)''.jl、高等部、大学、 関西学院会館など普段皆さ 誰もやらないことをやれ! 記念講演会

んが利用 している施設の各所に絵が創liられてい

ます。その数は多くありませんが、学舎や図書館、

チャペルの墜に掛けられた絵に闘を間めたこと

のある人は少なくないでしょう。しかし、所放

liltlのなかには学生が首:段立ち寄ることのない会

議室にfifliられている作品もあれば、:UJIl(に保管

されているものもあります。そこで、関西学院

が所蔵する絵画を一般に公|苅する機会として展

覧会を企画し、 |州出しました。

その第一聞が rl刻西学院所放の絵画 l誰もや

らないこと をやれ !ー現代に受け継がれる吉原

治良の粕ーやト」 です。吉原は園内外から高い評

制liをfLjてきた前術装術集団 《具体美術協会}を

結成し、リ ーダーを務めた岡家として知られて

います。また彼は|刻ptj学院高等M守市11の卒業生
でもあり、在学1:1:1には絵町古11r弦月会」に所属

していました。卒業生制作の作品は|刻学の絵画

コレクションの柱のひとつですが、{具体美術協

会}に所属する岡家のrl"には村上三郎や吉原通

雌ら|刻学出身者もいます。彼らを，*，心とする《具

“ス力"から生まれるモノ

会期中の 10月 11日(月)には、 《具体》の

メンバーとして前勤し現在も粉力的に作品の11週

刊さやパフォーマンスなどを行われている明尾貞

治氏と、大阪電気通信大学教授でアート プロ

デ?ューサーの原久子先生に、対談形式でご郁淡

いただきました。前社:iJ会は第 61Inl美学会会|孟!

大会との共1mで行い、約 100名の方にお越しい
ただきました。 DVD上映を交えながらしていた

だいた{具体>lI~j代の制作にl刻するお話や《具体》

松谷武判 (wave-90ート1)1991年 メンバーとのお話、また現在の術IH1'やパフォー

今回出品した古!泉治良の 〈作品 1961-1962) マンスなどについてのお話は、目前1!M感にあふれ、
はカンパスに荒々しく付着させた絵具の凹1:'.'.'が まるでパフォーマンスの場に居るかのようでし

際立つ作品です。 古原は《具体美術協会}を作 た。捌尾氏の活動観念に息づく具体の先前述の

るにあたり、紛争1
'
の自 1:1:1と物質について諮って 設業や、1:1々 の芸術活ll9Jを通してj忍われたこ

います。機関誌 『具体』創刊号ー (1955年)には、 となど、滅多に|計!くことのできないお話を伺え

「われわれの粘糾lが1=1R-Iであるという証を具体的 る質量な機会となりました。抽象的な作品やパ

に提示したしミ」とmいており、その粕利lを生か フォーマンスの中に込められた)JI.床がよくわか

す方法は物質を生かしきることであり、物質を り、関学の所j泌する作品へのJ!H解も間iめられた

物質のままその特質を生かしきることの重要性 約泌会となりました。

を『具体美術宣言.l(1956年)で述べています。

また、吉原は生前「俗の見たことの無い作Jrlを

見せろJr誰もやらないことをやれ」と{具体}

の若手メンバーによく 言っていました。カンパ

スに絵具をうちつけた村上三郎の絵、独特で滑

らかな形をビニル系接着剤で、生み出した松谷武

平Ij、布を使った作I~dlip. らパフォ ーマンス、版画



観覧者の声

アンケートより

1]:1凶ヴq銃所蔵の絵Illii1 

誰もやらないことをやれ!

-#1ィtに受け継がれる717原治良のfiHillー

具体というものがどういうものか分かりながら比れた。ずっと行こ

うか迷っていたのですが、思いきって行くとすごく 印象的で‘した。こ

れからの展覧会も楽しみにしています。

(1主l学生女性 20成代)

もうすこしボリュームがあった方がいいと思いました。 |刻字:がアー

トに力を入れるのは、たいへんこのましいと思います。これからもっ

づけていってほしいです。

(WJ学生 男性 30歳代)

者千とりっき00([い具体、でもゆっくり見ているとおもしろい感じが

した。

(I;lliJ学 Os 男性 60 歳以一|二)

閲覧JTJの|主l録があり、イYI'I'II'I迎Wrが助けられた。

(一般男性 40歳代)

ビデオの解説がよかった。

(版画家女性 40歳代)

もう少し点数が欲しい。具体展カタログがもっと見たい。作品だ、け

でなくこういう小さな展覧会こそ具体の祈動そのものが伝わるように

工夫されたい。そのH寺代が目にうかぶような股示にしてほしい。

(学院関係者射性 40歳代)

いったいどのような inspiraLionがはたらいて、これらの絵を描こ

うと)~\うのか不思議だった。 このfijj を定則的に日fJ けていただけるとう

れしい。

(1刻学生男性 20j:&代)

こんなにも学校の中にアートがあったとは

(1英|学Os 男性 50歳代)

学院Osで具体美術の有力メンバーであった嶋本11百三.氏の作JIII川fな

いのが不満、銭念。11i!号本111{三の作lvlも学|抗にて入手すべきと思う。

(1刻学Os 男性 60 歳以上)

5分ぐらい波動を見つめ続けた。すこwい。

(1刻学生男性 20歳代)

これからも、このような企阿に興味があり、あれば是非訪問したい。

は刊行勤講師 YA性 60 歳以上)

生の迫力に、作品が訴えてくるものを感じさせられた。

(1刻字:生 男性 20T歳代)

斬新な箔づかいが何とも言えなかった。

(1刻学生 男性 20歳代)

布、砂、木等の表現が型にはまらず表現山来るのに興味を持った。

(主婦女性 60歳以上)

Evenlぼんくらの写真が印象に残りました。何かぶっとんだ作品ば

かりでおもしろかったです

(1刻学生女性 20歳代)

大学に問物館があり、び、っくりしました。これからも来てみたいで

す。

(一般 男性 40歳代)

関学問物館の創立を期待します上ケ原に新しい芸術文化の花を。

(一般兇性 60歳代)

作品が少なかった。 ~1~ ìJfがたどれるような説明があるといいのにと

)~\った 。

(学院|央l係者女性 50政代)

“ 具体"の回配~Ul~などとはまた JJ!ilなった作品を目に山米て良かった。

早く附物finが正規のものとして完成するとよろしいですね。

(一般児性 40歳代)

I時計台 2附がこのような展覧の場に使われ、!よく 一般に公開される

市、 大いに結構。

(学|涜|刻係者男性 60政代)

当大学の中に隙物飢があるのにおどろきました。完成が楽しみです。

是非オープンな博物館を !!

(一般女性 30歳代)

アンケート統計

ER園冒匡聖観掘爾

アンケート回答者数 827人
アンケート同収率 48.1% 

E唖璽霊園陸匡，.
一般 388 兵庫県 476 

関学生 238 大阪府 185 

学生(その他) 88 京都府 19 

学院関係者 85 奈良県 26 
(卒業生宮む)

その他 6 その他 85 

無回答 22 無回答 36 

. 般 . 学品剖則係者

. 町昌生 .その他

. 学生(その他) ・ m回普
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-・E霊軍事問冒厩彊圃
男性 女性 無回答 i今回が初めて 560 

ト

20歳未満 72 89 2回目 121 

一20~30歳未満 86 90 3回目 55 
争

30~40歳未満 39 37 l4~旦一 16 

40~50歳未満 46 61 5回目 26 

50~60歳未満 70 45 無回答 49 

60歳以上 119 50 

無回答 4 71 12 

20歳未満

20~30歳未満

30~40歳来満

40~50歳未満

50~60歳未満

60歳以上

無回答 . 。 50 100 150 200 
. 今回が初めて . 4回目

圃 男性 園 女性 • m¥固笹 . 2回目 .5回目
. 3回目 . 飢回暗



ー町'liJV____  ・
公開研究会
一実物とデジタル画像による文化財考察-
本室では 2009年度から、京阪神の美術館で開催されている展覧会に合わせ、展示作品に関連する高精鋼n
デジタル画像を活用した研究会をIjtJ似しています。この研究会では実際の作品の観察と共に、肉|恨では見

る事の困難な作品組IJY;flの提示、あるいは類似作品の比較検討を画像によって行おうとするものです。第3

回は黒川古文化研究所で、の「武士の :1lli ・ 刀装具」展に合わせて開催しましたが、 201 0 年度は~内での IJI:J俄

(第4回)という、新たな試みも行いました。

第3回公開研究会

共催・会場:黒川古文化研究所

講師:黒川古文化研究所研究員川見奥久氏

題名:金属工芸の小宇宙

一高精細画像でみる万装具一

開催日時:2010年 11月 13日(土)13:30-

*組に先立ち司会から、この研究会では知識の

側からではなく、 「もの」をみるという態度で|臨

み、講師と参加者とで生きた場を作りたい、と

いう趣旨が提案されま した。 fliWl':mからは最初に、
三所もの(小柄 .f.i'・日抜)に施された赤銅等

の色付け技法、また文様部の剥自It而から、 金板

で包む 「うっとり」と 「金象倣」の迎いが分か

る困f裂が提示されました。それをさらに訂~K:IIJに

徽然していくと、足し憎しと思えるものがある

という、形態の有り様から作り手の忠誠の追い

について話が及びました。それは同時に、 制作

l時代の問題を苧むという指摘です。次に二つの

日貨を取り上げ、 dflili子のあばら骨を表した線が、

話l沫が分かつて刻まれているのか、伝承された

デザイン として扱われているのか、という相逃

がl珂らかにされま した。一方、 会場からは拡大

画像をみながら、「うっとり」や「象似」ではな

く、「メッキ」ではないかという指摘、後j隣家の

作かどうかという疑問が提山され、さらには分

業f/lIJ作へと話題が展開していきました。最後に

架秘を得意とする荒木東Iy~ の作といわれる、い

くつかの作品の粒の表現を取り上げ、道具、意識、

立体性、 真的についての滋見が交わされました。

参加者 :48名

第4回公開研究会

主催・会場:関西学院大学博物館開設準備室

{西宮上ケ原キャンパス時計台2階展示室)

講師:博物館開設準備室長 河上繁樹

文学研究科大学院研究員高木香奈子

題名:小袖の美を探るー江戸時代の織りと染めー

開催日時:2011年3月12日(土)13:30-

本室では関西学院所蔵 ・寄託の染織品につい

てこれまで制査を進めてきました。その一部は

2009年度開催の展覧会「復元江戸時代のきも

のいまとむかしの職人技」にて公開しましたが、

その後新たに染織品の寄託を受け、 iIZ精細|画像

のjj耐診を行うとともに更なる研究に取り組んで

きました。今!日|の研究会はその調査過程で知り

得たこ とや普段の鍛1'i'では見務としがちな染織

品の細部について話し合う場となりました。

研究会の内容は、まず織りに|刻することとし

て、倫子のように見える綾織物を取り上げ、江

戸時代の文献や中国の資料、染織111111の画像を使

いながら問題提起を行いました。また染めに|刻

しては、江戸時代の染色技法を代表する胞子 (胤

子絞り、型脱子、 打出し郎子)について鉱大写

真を使いながら、 tI-段あまり円にすることのな
い染織品の制官11や製側をごï[~Vlただきました。

当日は時計台 2階展示室にて染織品の展示を

行い、 実物と岡像を見ながらの研究会となりま

した。

参加者 ・ 33名

叫

伝後.宗最恵比舟大黒ニ所物

トベ-ょう;ハ| 
伝後臓宗乗恵比舟大黒ニ所物(部分}

松蔵小花機嫌小袖製{組織舷大写薦}

博物館開設準備室通信 第4号
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関西学院大学博物館開設準備室

干662-8501
西宮市上ケ原一番町1・155
TEL0798・54-6054FAX 0798-54-6066 

http://www.kwansei.ac.jp/museum/ 
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